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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　The young trees of Banokan (C.ｇｒａｎｄｉｓでａｒ.baれｏｆｅａｎ Ｔａｎａｋａ) were cross-pollinated late

April in 1977. The effect of crossing on the fruit set was investigated. Further the flowers of

Banokan self- and cross･pollinated were sampled and observed under the fluorescence microscope

for the pollen behavior in the style and ovary. All of the young trees set fruits when Suisho buntan

（Ｃ，ｇｒａｎｄｉｓvar.ｓｕiｓｈｏ Ｔａれ), Ponkan (Ｃ.ｒｅticｕlatａ Ｂｌａｎｃｏ), Hyuganatsu (Ｃ　tａｍｕｒａｎａ) and

Valencia Orange （Ｃ，ｓｉｎｅｎｓiｓ)were used as pollen sources. ０ｎ the contrary Banokan sets no fruit

without crossing. Thus, this suggested that Banokan young trees had weak parthenocarpy｡

　Ａ small number of self pollen tubes on the stigmas of Banokan flowers entered into the styles,

and those grown slowly stagnated in the middle or bottom of them, compared with the growth of

cross pollen tubes by Hyuganatsu. For self･pollination, only ａ few pollen tubes penetrated the

ovaries and stagnated in the upper part of them, although cross pollen tubes by Hyuganatsu

penetrating ovaries reached easily ovules. Therefore, Banokan young trees are likely to be self･

incompatible.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　一般に晩王柑の果実には多くの種子を含む場合が多いか，その結果性と種子の形成に関する研究

はまだ十分には行なわれていない。本実験では晩王柑の結果性に及ぼす交雑の影響と自家ならびに

他家受粉に｡よる花柱と子房内の花粉管の行動について調査した。

　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法

　供試樹は1975年と翌年の３月上旬にそれぞれ切りつぎを行ない，ガラス室の中で育成した幼樹

で，つぎ木した台木にはカラタチ，ユズおよびスダチの２～３年生実生とカラタチ台温州ミカンの

２～３年生樹（宮川早生）を用いた。’

実験Ｉ　晩王柑の結果性に及ぼす交雑の影響　30ぞ容のポリポットに入れた幼樹の一部を1977年

４月８日に無加温のガラス室から，25°Ｃのファイトトロンと，日向夏を栽植しているビニールハウ

スにそれぞれ移動した。ファイトトロンの樹が盛花期となった４月23日に，ガラス室の中で開花し

ている水晶ブンタン，ポンカン，バレンシヤおよび日向夏の花をとり，一樹ごとにそれぞれ一品種

ずつ３回繰り返えして人工受粉した。また同時に，晩王柑の花粉をガラス室の水晶ブンタンに受粉

して，その結果性に及ぼす影響も調べた。ミッバチによる放任受粉は日向夏の開花期に合わせるた

め，４月26日に行ない，集蜜プレート10枚を入れた約10,000匹からなる巣箱をｚヽウスの中に入れ

た。ぐのビニールハウスはサイドパイプを用いた間口5.4m,奥行き20 m， 中央の高さ３ｍの大

きさのもので，８年生の日向夏を栽植しているコンクリートポット20個と晩王柑のポリポット16個
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を収容している。無加温のガラス室には水晶ブンタン,ノポンヴ7ン｡ハナユズ，ライムなどが晩王柑

と同時に開花していたが，訪花昆虫の飛来は確認できなかった。，

実験ｎ　晩王柑の花柱および子房内の花粉管の行動　ｉ月中旬に25°Ｃ 'の･ファイトトロンに入れた

晩王柑は３月中旬に盛花期となった。この後，ビニールハウスに移しで栽培したが，結果樹は一つ

もなく，続いて６月上旬から２回目の開花か始まった。そこで，これらの樹を用い，６月10日から

同月27日にかけて受粉実験を行なった。まず，防虫のﾉため犯供試樹少寒冷しゃで覆い，開花前日の

花を除雄して，その翌日に自家および他家受粉を行なった。なお，他家受粉には開花当日の日向夏

の花粉を用いた。受粉後,1,3,5,7および10日めに雌ずい'を採取して，酢酸アルコールで固

定し冷蔵した。次に８Ｎ NaOH で12時間処理し, 0.1%アニリンブダー液で染色後，押しつぶし

法によりけい光顕微鏡で観察した。なお，晩王柑の花粉を白向夏に受粉して花粉管の伸長状態も合

わせて観察した。実験期間のハウスの気温は第１図のとおりである。
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第１図　ビニールハウス内外の気温の日変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果

実験Ｉ　ファイトトロンに入れた晩王柑の開花時期は第2図のlとおりで，４月10日ごろから咲き始

め，同月23日前後に満開となった。晩王柑の開花習性は第丿図のように，頂肢性の花序を形成し，
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第２図　晩王柑の開花数の時期的変化（ファイ･トトロンの供試樹１本あたり）
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そのほとんどすべてか直花であった。この第゛3図の樹はおもに温州ミカン台からなり。ズやカラ

タチ台の樹勢の強い樹では開花数は比較的少なかった。人工受粉に用いた受粉樹の中でバレンシヤ

のやくは他の３品種に比べるとやや小さく，花

粉の量も少なかった。人工受粉の樹では第１表

および第４図のようにすべての樹で着果した。

またハウスの中にミッバチを放飼した樹では第

１表のごとく約65％の樹が着果した（第５図）。

一方，人工受粉しなかったファイトトロンの樹

とガラス室の樹はすべて着果しなかった（第５

図）。水晶ブンタンの徒長枝の先端に咲いただ

んご花に晩王柑の花粉をつけると，第６図のよ

うによく着果した。しかし，他家受粉しなかっ

たこれらのだんご花はすべて落果した。
第３図晩王柑の開花習性

　　　(1977年４月11日撮影)

　　　　　　　　　第４図　晩王柑の他家受粉による結果状態

受粉樹　左上：水晶ブンタン，左下：ポンカン，右上：日向夏，右下：バレンシヤ

第５図　晩王柑の放任受粉による結果状態

　左：ミッバチ放飼，右：訪花昆虫不明
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第６図　水晶ブンタンの結果状態

　　徒長枝の先端の花に晩王柑を受粉

第１表　晩王柑の結果性に及ぼす交雑の影響

結果樹数の割合（％）

　　　100.0（12）

64.7 (19)

0.0（15）

0.0（.3）

受粉樹の種類

日向夏，水晶ブンタン
ポンカン，バレンシア

日向夏

晶
ナ

水
ハ

ブンタン，ポンカン
ユズ，ライム

供試樹はつぎ木２～３年生樹，（　）の数字は供試本数

訪花昆虫

-一一

　無

･ミツバチ

不　　明

無

処　理　場　所

ファイトトロン

ピニールハウス

ガラス室

ファイトトロン

実験ｎ　自家受粉した晩王柑の雌ずいは時間の経過とともに他家受粉のものに比べると，子房の肥

大や色つやが劣り，また７～８日後には花柄とともに著しく落下した。自家花粉管の花柱内への侵

入数やｲ中長速度は他家受粉の花粉管に比べると劣る傾向にあ’つた（第２表，第７図）。晩王柑の雌

ずいは開花後５～６日で花柱が脱落したので，7～10日めには子房内で最長花粉管が到達した部位

を調べた。その結果は第３表，第８図のとおりで，自家受粉した花粉管はごく一部が子房上部に達

しただけでほとんど子房内部に侵入しなかったか，他家受粉の花粉管は胎座部から導毛部を経て胚

珠に達していた（第９図）。なお，晩王柑の花粉を日向夏に受粉すると５日後には外珠皮，フ日後

には内珠皮にそれぞれ侵入した（第10図）。

第2表　自家および他家受粉後の花粉管の伸長速度　　第3表　花粉管の子房内における到達部位の割合（％）

花粉管の

伸　　長
受粉法

受　粉　後　の　日　数

１ ３ ５

花柱当た
り最長伸長ｍ
　(ｍｍ)

自家

他家

3.1士0.2

3.2士0.1

5.0土0.2

5.5土0.2

4.1土0.3

7.6士0.6*

花柱全長
に対　る
台

な
）

自家

他家

39.2士0.6

44.2士1.1

67.6士2.1

68.6士2.3

56.4士3.7

91.7土2.9*

*子房に到達していない花粉管を対象，測定花数

　(15)の26.7^に相当する。その他の花ではすで

　に子房に到達。受粉樹は日向夏。

子房,の､部位
７　日　後 10　日　後

自　家 他　家 自　家 他　家

無　侵　入

子房上部

胎　座　部

導　毛･部

外珠．皮

内･　珠一皮

　　92.3

｀　　7.7

　　　0.0

　　　0.0

　　　0.0

　　　0.0

　0.0

　0.0

71.4

28.6

　0.0

　0.0

81.8

18.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.3

41.7

　8.3

25.0

16.7

測定子房数 13 ７ 11 12

受粉樹は日向夏
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第７図　晩王柑の花柱における花粉管の伸長状態（受粉３日後）

　　　　　左：晩王柑の花粉管，右：日向夏の花粉管

第８図　晩王柑の花柱および子房における花粉管の伸長状態

　　　　　(受粉７日後)

　　　　　左：晩王柑の花粉管，花柱の位置

　　　　　右：日向夏の花粉管，子房内導毛部の位置

第９図　晩王柑の胚珠における花粉管の伸長状態（受粉10日後）

　　　　左：晩王柑の花粉管，侵入なし　右：日向夏の花粉管，外珠皮および内珠皮に到達
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第10図　日向夏の胚珠における晩王柑の花粉管の伸長状態

　　　　　左：受粉５日後　右：受粉７日後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察　　　　　　。

　水晶ブンタンや日向夏に晩王柑の花粉を受粉すると高い結果性を示すことから，晩王柑は有能花

粉を持つものと考えられる。しかし自家受粉した晩王柑の花粉管は柱頭上での発芽や花柱内での伸

長速度がおそく，そして子房に侵入しにくい傾向にあり，かなり強いj自家不和合性を示した。一般

に，多くの植物で'は自家不和合性は柱頭上と花柱内にあるといわれている(1)。日向夏の自家不和合

性について三輪氏は胎座部に花粉管の停滞現象か認められ，胚珠に起因する何らかの抑制物質が働

いているものと考察している(5)。本実験の晩王柑では花柱内における花粉管の伸び率が三輪氏の日

向夏における伸び率よりも大きいが，開花時の気温や花粉の発芽力の差異などか影響したものと考

えられる。ダイコンの自家受粉の場合にも開花時の高温によって，ある程度不和合性が弱くなる傾

向にあることが報告されている(9'。

　本実験の供試樹では他家受粉を行なわないと着果しなかったことから，晩王柑の自家不和合性が

完全であるかどうかを確めることかできなかったが，その単為結果性はあまりないものと考えられ

る。しかし，第11図の右側の果実は密植の成木園から採取

したもので，ごく少数の種子しか含まない果実もみられ

る。ブンタン(10)やリンゴ(2)の中には他家受粉を阻止する

と単為結果性が増加するという報告もあり，また土佐ブン

タン(3'や水晶ブンタンo>ハッサク，日向夏(6･8Jなどでも

第11図晩王柑の横断面

　右側の果実は密植園から採取

　第12図晩王柑の原木

1975年11月に室戸市吉良川町中村

善作氏の園で撮影
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自家不和合性が強い半面，ある程度単為結果性を示すことが証明きれている。ことに日向夏の場合

には冬季に保温し七樹勢を強くすると単為結果性はかなり増加す･る(6･8'。したがっ七，晩王柑につ

いても，樹が大きくなり，樹勢か強くなると，いくらかは単為結果性を示すようになるものと考え

られる。晩王柑は1954年10月22日に種苗登録されており(･･)その原木は室戸市吉良川町の中村善作

氏の裏山に現存している(第12図)。この品種の耐寒力はハッサクと同じ程度で土佐ブンタンや水

晶ブンタンに比べるとはるかに強い。 1977年初期の異常寒波で高知県下のこれらのブンタン類は甚

大な寒害を蒙っ'たか，晩王柑の樹の被害はごく軽微であった。さらに，この品種の開花習性かほ

とんど頂肢性の直花となることから，日向夏とは好対照に，果実は葉の裏にかくれるように着生す

る。そのため，果実の放射冷却がおさえられ。霜焼けや凍結の被害が少なくなることか考えられ

る。一方，この品種はソウカ病やカイヨウ病に弱い欠点を持ち，特にカイヨウ病は果実にはほとん

ど発生しないが，葉に多くでやすい。この果実の品質は晩生カンキツの中でも特に高く評価されて

いる(4'から，今後の増植が大いに期待される品種の一つであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誠　　　　　辞

　けい光顕微鏡による花粉管の観察法について，作物育種学研究室の林喜三郎教授に御指導いただ

いた。ここに深く感謝の意を表する。

摘 要

　1977年の４月下旬に晩王柑の幼樹に対して交雑を行ない，その結果性に及ぼす影響を調べた。ま

た，自家および他家受粉を行ない，晩王柑の花柱および子房内における花粉管の行動を観察した。

1.水晶ブンタン，ポンカン，日向夏およびバレンシヤの花粉を受粉すると，晩王柑のすべての樹

はよく着果したが，交雑しなかった樹は全く着果しなかった。したがって，晩王柑幼樹の単為結果

性は比較的弱いようである。

2.晩王柑の幼樹に自家受粉すると，日向夏を用いた他家受粉に比べて，花粉の発芽か少なかっ

た。また花粉管の花柱内での仲長がおそく，花柱の中下部で停滞した。さらに子房に侵入した花粉

管はごくわずかで，その子房の上部にとどまった。一方，日向夏の花粉管は比較的早く子房に侵入

し，胚珠に到達した数も多かった。このことから晩王柑はかなり強い自家不和合性を示すようであ

る。
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